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ジュリールームより(その7）

IYRU新ルール(案）

NORCルール委員長 石井正行

レース規制は、|YRUによって4年毎に改訂されることになっており、今回改訂される新ルール

は1997年4月1日から施行され､2000年まではこのルールでレースが行われることになります。

この新ルールの原案が本年3月にて､きあがりましたので、その中から我々のレースに最も密接

な部分だけ(第1章～第3章と定義)を、とりあえずご紹介します(この他に、第4章～第7章

と付則があります)。

この新ルールは､本年11月に行われる|YRUの総会で最終決定するわけですから、その時に部分

的に修正される可能性もあります。

従って、まだ日本語訳のルール･ブックは出ておりません。今回これをご紹介する意図は、来年

の新ルールへの移行をよりスムースにするための、NORC会員に対するサービスです。

差支えない範囲内で､本年度のレースにこのルールを採用して､今のうちに慣れておかれること

をお勧めします。

用語

"艇"とは、艇とその乗員を意味し、これがレース

を行う実体である。

"レース"には、レガッタまたはレースのシリーズ

が含まれる。

"レース委員会"という用語は、レース委員会の機

能を果たす責任のある人または委員会を含む。

付則

付則の規定が適用される場合には、第1章～第7

章の中で矛盾するいかなる規則にも優先する。付

則中の個々の規定の参照符号は、付則の文字と規

定の条項からなる。例えば、llA1.1"

規則の変更

帆走指示書、クラス規則および各国協会の規程は、

86条の制限に従ってこの競技規則を変更すること

ができる。

［訳者注]86条規則の変更

スボーツマンシッブ

セーリングのスポーツは規則の本文によって管

理され、この基本原則に基づいている。すなわち、

競技者は規則の範囲内でのみ勝つ努力をするもの

であり、レース中に自ら規制に違反したことを認

めた競技者は、速やかにリタイアするか、または

ペナルティーが規定されている場合は、自発的に

このペナルティーを履行する。

第1章基本原則

1安全

1.1危険に瀕したものを救助すること

可能な限り、艇または競技者は危険に瀕して

いる人や船を助けなければならない。本規定

は、矛盾するいかなる規定にも優先する。

1.2救命具および個人用浮力体

艇には、直ちに使用できるように用意された

もの1種類を含み、乗艇者全員分の適切な救

命具を搭載しなければならない。但し、クラ

ス規則に他の規定がある場合はこの限りでは

ない。各競技者が、その時の状況に適した個

人用浮力体を着用することは、各競技者自身

の責任である。

2公正な帆走

艇とそのオーナーは、規則を遵守し、一般に

認められたフェアー･プレイおよびスポーツ

マンシップの原則に従い、個人の努力によっ

て競技しなければならない。艇がこの規定を

破ったことが明らかに立証された場合には、

本規定によってのみペナルティーを課せられ

ることがある。

3規則の受諾

本規則に従って運営されるレースに参加する

ことにより、各競技者および艇のオーナーは

次の事項に同意する：［訳者注･･･自動的に同

意したことになる］

(a)本規則によって管理されること；

(b)本規則によって課せられたペナルティー、

および取られた他の処置を、本規則に定め

られた上告および再審の手続きに従い、本

規則に基づいて提起された案件の最終決定

として受け入れること；および

(c)このような決定に関しては、本規則に定

めのないいかなる裁判所または法廷にも訴

えないこと。

4レース参加の決定

スタートするかしないか、またはレースを継

続するかしないかを決めるのは、各艇固有の

責任である。

5薬物

競技者は、|YRU医療リストの現行版で禁止

されている物質を服用したり、禁止されてい
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る方法を用いたりしてはならない｡60条およ

び64条1項に拘らず、本規定に対する違反の

申し立て自体を抗議の根拠としてはならない。

付則1を参照せよ。

［訳者注］

60条抗議権および救済要求

64条1項審問の要件

第2章艇か出会った場合

本規則は､レース･エリアまたはその近くを帆

走して､ﾚー ｽをしようかとしている艇､冷
一ス中の艇、またはレースをしていた艇に1

用される。しかし、17条を除き、レース中で

ない場合には本規則の違反についてペナルテ

ィーを受けることはない。本規則に従って帆

走している艇と他の船舶との間には、国際海

上衝突予防法または航路権に関する国内法規

が適用され、帆走指示書に記載されている場

合はこれらの法規が本規則に代替する。

A節航路権

或る艇が他艇を避けなければならないという場合､

他艇が航路権を持っている。しかし、B節とのC

節の一部の規定は権利艇の行動を制限する。

10反対タック

反対タックの艇の間では､ポート･タックの艇

がスターボード･タックの艇を避けなければ

ならない。

11同じタック

11．1同じタックで、オーバーラップしているiｰ

の間では、風上艇が風下艇を避けなければ怠

らない。

11．2同じタックで、オーバーラップしていない

艇の間では、クリア･アスターンの艇がクリ

ア･アヘッドの艇を避けなければならない。

12ダッキング

風位を越えた艇は､クロースホールドのｺｰ

ｽとなるまでは他艇を避けなければならない。

その間、10条と11条は適用されない。

B節総合的規則

13接触の回避

常識的に可能な限り、各艇は他艇との接触を

回避しなければならない。しかし、航路権艇

またはルームの権利をもつ艇は､他艇がその

義務を履行し損じたことが明白となるまでは、

接触向癖の行動をとる必要はない。そしてこ

の艇は些細な接触によりペナルティーを課せ

られることはない。



14航路権を得ること

艇が航路権を得る場合、他艇の行動により航

路権を得たとき以外は、先ず他艇に避けるル

ームと時間を与えなければならない。

15コースの変更

15．1航路権艇がコースを変える場合は、他艇に

避けるルームを与えなければならない。

15．2風上に向かうレグにおける反対タックの艇

の間では､ポート･タック艇の2艇身以内にい

るスターボード･タック艇は､もしコースの変

へ更をすればそのためにポート･タック艇が避
一けるために余分な行動をとらなければならな

くなるようなコースの変更をしてはならない。

16プロパー･コース

16．1フリーのレグで､クリア･アスターンから風

下側にオーバーラップした艇は、風上艇から

2艇身以内にいる間は､そのプロパー･コース

より風上を帆走してはならない。

16.2ﾌﾘｰのレグで、同じタックの風下艇また

は風下側にコースをとっているクリア･アス

ターンの艇から2艇身以内にいる艇は、その

プロパー･コースより風下を帆走してはなら

ない。但し、ジャイブする場合はその限りで

はない。

17レース中でない場合

常識的に可能な限り、レース中でない艇は、

レース中の艇を妨害することを避けなければ

ならない。

一節マークまたは障害物に於いて

C節の規定が適用される場合、C節の規定がA節

やB節の規定を修正せず、またはA節やB節の規

定が適用されないと述べていないときは、A節や

B節の規定はそのまま適用される。

18マークまたは障害物亭通過するルーム

18条は、マークまたは障害物において、艇が

同一の側を通過しようとする時からこれを通

過してしまうまでの間適用されるものとする。

しかし艇がスタートしようとして、近付いて

いるかまたは通過中の､スタート･マークおよ

びそのアンカー･ラインにおいて､または風上

レグの反対タックの艇には適用されない。

18．1ルームを与えること；避けること

(a)艇がオーバーラップしている場合には、

航路権のある外側艇は内側艇にマークまた

は障害物を通過するルームを与えなければ

ならず、航路権のない外側艇は避けなけれ

ばならない。但しオーバーラップが始まっ

た時、外側艇がそうすることができない場

合はこの限りではない。

本規定は、最初の艇が2艇身区域に入っ

た時にオーバーラップしている場合にのみ

適用されるものとする。この場合、その後

オーバーラップが解けたとしても、外側艇

の義務は続くものとする。

(b)或る艇がクリア･アヘッドで2艇身区域

に入った場合、クリア･アスターンの艇は、

その後オーバーラップしたとしても避けな

ければならない。しかし、クリア･アヘツド

の艇かタックする場合は12条が適用され、

本規定は適用されない。

フリーのレグで本規定か適用される場合に

は、10条は適用されない。

(c)オーバーラップが、適当な時に、成立し

たかまたは解けたかという点について相当

な疑義がある場合には、オーバーラップし

ていなかった、または解けていなかった、

と推定しなければならない。

18．2タッキング

2艇が反対のタックで、一方の艇かマークま

たは障害物を通過するため2艇身区域内でタ

ックする場合には、18条1項は適用されず、

タックする艇は

(a)他の艇に、同艇を避けるためクロースホ

ールドより風上に帆走させてはならない。

(b)他の艇か内側でオーバーラップすること

になれば、これを避けなければならない。

この場合には14条は適用されない。

18．3ジャイビング

18条1項旧)が適用されており、内側でオーバ

ーラップした航路権艇がプロパー･コースを

帆走するためにはマークまたは障害物でジャ

イブしなければならない場合には、そのコー

スを帆走するのに必要とする以上にマークま

たは障害物から遠ざかって帆走してはならな

い。

18．4連続する障害物におけるルーム

連続する障害物においては、18条1項は適用

されず、クリア･アスターンの艇は、その時に

クリア･アヘッドの艇と障害物との間を通過

するルームがある場合にのみ、内側にオーバ

ーラップすることができる。この場合、その

艇はルームの権利かある◎

19障害物においてタックするためのルーム

19．1クロースホールドの艇が障害物を避けるた

めには、安全上、大幅なコースの変更をする

必要があり、その艇がタックしようとすると
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き、タックして同一タックの艇を避けるルー

ムがない場合には、その艇はタックするため

のルームを求めて声を掛けなければならない。

その艇はﾀｯｸする前に､声を掛けられた艇

がこれに応ずる時間的余裕を与えなければな

らない。

声を掛けられた艇は、

(a)できるだけ速やかにﾀｯｸしなければな

らない。この場合、声を掛けた艇もできる

だけ速やかにタックしなければならない。

または、

(b)直ちに“タックせよ”と応えなければな

らない。この場合、声を掛けた艇は直ちに

タックしなければならず、声を掛けられた

艇はルームを与えなければならない。’0条

および12条は適用されない。

19．2この規定は､スタート･マークおよびそのア

ンカー･ライン､または声を掛けられた艇か

かわすことのできるマークでは適用されな

い。

ロ節その他の規則

D節の規定が2艇の間に適用される場合には、A

節の規定は適用されない。

20ペナルティーの回転；後方への帆走；スター

ト･エラーの訂正

ペナルティーの回転をしている艇または後進

している艇は、そうでない艇を避けなければ

ならない。28条または28条2項に従ってスタ

ート・ラインまたはその延長線の内側に帆走

している艇は、そうでない艇を、完全に内側

に入るまで避けなければならない。

21転覆、座礁、投錨または救助

可能であれば､艇は、転覆してマスト･ヘッド

が水中にある艇若しくは転覆した後コントロ

ールを回復していない艇、または座礁中若し

くは投錨中の艇、または危険に瀕している船

舶若しくは人を救助しようとしている艇を避

けなければならない。

以後「第3章レースの運営」については次号

にて掲載いたします。



第10回NTT工ﾘｶｶｯプﾖｯﾄレース<東海支部だより〉

ﾘボｰﾄ/実行委員長森岡稔夫写真/NORC東海支部

私たち海を愛するものたちの季節到来と心を

踊らせています。

エリカカップヨットレースは、多くの人々の

支援によって作られた手作りのヨット（全長

13.4m)で、1981年7月13日から、長江さん

夫妻が長女絵梨佳ちゃん（当時4歳7か月）

と4年｡9か月の歳月を掛けて世界一周をし、

国際親善を深め、1986年4月13日に蒲郡港に

帰ってきました。そのくエリカ号＞を記念し

て作られたレースです。
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"101111という節11のレースの実行委員長

となり「私にできるかな？」と不安でした。

’94年から実行委此として迩営を手伝って

きたとはいえ、それは実ｲj委此会への参加と

ｲ嗣､どおり動いていればよかったのです。昨

年の6)jに第9IIIIの反宵会をした後に、5月

25.26uの2Ⅱ''1，節101II1大公に向けて約10

1II1におよぶ笈行委此会を|)M樅しました。

述米のヨットに参力llしやすい環境とするに

はどうしたらよいか？、|jil''Iまでの,iMgでし

た。ニッポンチャレンジ・ベースキャンプ前

は、レースの21IIHIしか汕められません。前

夜祭・アフターパーティをゆっくり楽しんで

もらえるようにならないものか与えついたの

が、近くの王谷漁港でした。三弁漁港協|,il*II

合…、ｲjき、"911111のIMIII$係w｛のおI虹いをしま

した。ラッキーなことに、呼勝叩'lfは作から

のヨ､ソトマンでよき叩解行でした。嫌われも

ののヨ､ソトを快く迎えて下さり、レース前後

の2週lHjは漁港に安く汕められること力ざでき

ました。「述くのヨットも参力llして下さい｣と

大兇栄が切れそうです。

レース､'iuの5112611は好天気。ちょっと

肌ｶﾐ足りないかな？築介711$で戦|淵開始。

IIf夜のミーティングのおかげか？動き力ざよ

い、さすがレース姿ji腿、後はお任せと陸'二

の唯術の下仏いをするが､llfllから参加尚(例

ｲ,iよりもたくさんの協伐I1II1Iや1'r,i,1'!で分配を仙

?,,した人は大変でした）の分I咄、そして'昨夕

のlil夜祭の準伽．アフターパーティと表彰式

群のスケジュールやini,',,!!の準術は、災1jMllf

ll股の折小のもと陸|迩桝係の人進の敏速な

助きにより余総紳々です。

IJWIMIIWの肌3m/soクルーザークラスのス

タートj泉定(10:00)がゼネラルリコールで

20分遅れ、10:40にレーサークラスのスター

ト。罵ﾐi''i湾に168艇が初奥の肌にセールを|膨

らませ、フリーではスピンのお花畑、イ|皇に1

一

10:40レーサークラススタート

谷漁港協同組合の後援・協力の方々や、特別

協賛のNTTを始めとする多大な協賛や援助

をいただいたおかげと思います。

みなさま方のご支援．ご協力をいただきま

したことを、この紙面をおかりしまして深く

お礼申し上げます。来年も｢第11回NTTエリ

カカップヨ､ソトレース・イン蒲郡」を開催し

ます。また、たくさんのクルーザーとたくさ

んの人にお会いできるのを楽しみにしていま

す。

回のすばらしい光景です。そしてクルーザー

クラスの「ニッポンチヤレンジ」が12：04に

フイニッシュしてから統々のフイニッシュ。

|､ilj'･状態のフイニッシュをとっていた方々 は

大変だったと思います。

ム絲冬成績が出るまで待てずに、13:00から

アフターパーティを開始。生バンドをベース

にしてムードは雌尚。茄祁旅館組合の協力に

より綺腿な女性による「フィリピンショー」

でパーティの"琴かさはさらに盛り上げてく

れます。レースを終えたクルーや招待のみな

さん・一般参加の方々のi,術足な顔・顔・顔。

私もほっとしました｡｢エリカカ､ソプレース」

はお祭りレースです。参加された方ばかりで

なく、一般TIj此の方々も含めて、皆さんが楽

しんでくだされば迩桝側としても苦労のしが

いがあるというものです。クイズやじゃんけ

ん大会等はワイワイ・ガヤガヤ、笑顔のちび

っ-j'-が一杯の-級市比参加パーティです。

14：00頃からホームポートに向かって出

港する参加艇。速くから参力IIしてくださった

方たちなのでしょう。ホームポートヘの帰港

力蛭〈なるからと、雌後までアフターパーテ

イを楽しんでおられないのでしょう。安心で

きる泊地のないせいなのか？残念です。米

年は三谷漁港の”91間の臨時係留を利用して

ください｡『安全な航海を！また、来年きてく

ださい！』と願いつつ兄送りました。

二'二I間とも天気にも忠まれ、ケガもなく、

このイベントとレースを大成功の内に終了す

ることができました。これも湘郡市街ﾘf・三

Lファーストホーム：

〈フローレス＞1時間28分56秒

総合優勝:<WISEONE>1時間34分14秒 ’

市民体験模擬レース

総合優勝<WISEONE>のみなさん
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<西内海支部だより>第25回別府レース
長浦勝則 (周南フリートキャプﾃﾝ）写真/NORC西内海支部リポート／レース委員長

密
●主催：柚日本外洋帆走協会西内海支部

●日程：5月4日(土)・5日（日）

●レースコース：大分県別府湾から山口県光

市沖（伊予灘・周防灘）

CRクラス:48マイル

BWクラス:30マイル

●エントIノー数CRクラス:14艇

BWクラス:4艇

今回のレースはスポンサーがなく、緊縮財

政でのレースとなり、スタートは別府フリー

トが、フィニッシュは周南フリートが担当す

るという形でのレース運営となった。

スタートは御軋の中、CR･BWクラスが同時

へスタート・CR･BWクラスが同時スタート、同

時フィニッシュするようレースコースを設定

したため､BWクラスはフィニッシュ地点の光

市を目指し北東に、CRクラスは|8マイル先の

航路ブイを目指して東へに向かってスタート。

レースは御風・逆潮のため、珍しいケース

が起きてしまった。本部船がレース艇に接触

してしまったのだ。スタート後、本部船がス

タートラインのアウターマークを撤収する際

に、微風・逆潮のためマークのすぐ側にいた

レース艇に操船ミスで接触、損害を与えてし

まった。レース艇は航行に支障がないためそ

のままレースを続行｡｢オーバーナイトのレー

ス委員長なんてやるもんじゃない」と皆がい

う。これが冑の痛くなる始まり。やがてフイ

ニッシュライン海域では、風が上がり、雨も

フィニッシュ光市（光井港）でのレース艇

部とオーナーの協力によりｲ鄙萸で処理できる

らしい。善意で協力していただいた別府の

方々の重荷にならなくてホッとしている。

第25回別府レース総合成績

CRクラス参加'4艇

降りだしてきた。レース艇は楽しかろうが、

アンカーリングしての雨とうねりの中でのワ

ッチは、繩¥いとアルコールとのダブルパン

チで大変であった。

明けて5月5日、8時過ぎに全艇フィニッ

シュ。天候も急速に回復してきた。冑の痛み

も治まった。それにしても、トップから'2時

間差。潮、コース、艇、セール、乗員の技量、

風の強弱、アルコールの量、食料、雨なと．と

要因が考えられるが無事でよかった。

’0時からは、表彰式までの時間潰しの周南

フリート名物豚の丸焼きパーティを始めた。

天候が回復したせいか、冷えたビールのせい

か、完走の解放感からか、用意した豚がみる

みるうちになくなっていった。

以上でレースは終了した。上記の事故も支

合
位
１
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３
４
５

総
順
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艇種艇名
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０
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目Wクラス参加4艇
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《クラスⅢ》’8艇<近畿・北陸支部だより〉

AsahiZ-CUPYachtFestivall996総合成績表

《クラスI>66艇《クラス11>48艇

；

｜

I

艇種 オーナー順位SAIL艇名

章
史
敏
秀
夫
一
一
一
幸
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男
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知
正
東
久
郁
保
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田
村
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川
井
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村
井
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中
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小
早
吉
中
中
石
吉
田
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劉
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Ｃ
５
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田中慎一

岩元則幸

吉永豊一

坂本博

原島徹

杉田雅信

沢田順一

田中一郎

辻村満三朗

刀根一朗

中尾登

長谷川創一
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#認|内海支部もガンバッテます
Iｰ｡、ン|NORC内海支部徳島フリート瀬川洸城

内海支部は、4月21日神戸市において'996今後のレースは、サントピアのオレンジカ催することになりました。内海支部会員の多

年度第｜回常任委員会を開きました。ツプ(5月3～5日終了)、内河云統の紀伊水数の参加をお願いします。

3月のKYCスプリングレガッタ、4月のス道レースなどが予定されており、準備状況が 最後に、事務局から4月初めにわが国では

プリングレガッタイン宝伝、第21回舵杯の報報告されました。また、須磨フリートのシアじめてのフローティングヨットショーに

告がありました。舵杯は87艇のエントリーがトルカッブはハーバーの修復状況により、現NORCから出艇した経過が報告されました｡同

あり、CR部門は|2艇|MS部門は7艇でした。在のところと，うするか決定できていないので、ショーは好評だったため、秋にも開催の声が

内海でもCR取得艇が100艇に達しつつありできるだけはやく決定してアナウンスしたいあがっているとのことです。

ますので､今後はCR主体にレースができるもとのことです。以上、内海も神戸もガンバッテいます。

のとみられています。CRを取っていない艇は以前から課題になっていた安全講習会を、

できるだけ早く取って下さい。6月’4日に新西宮ハーバーでKYCと共同で開

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●C●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

第38回紀伊水道レースのお誘い「黒潮に夜光虫の航跡を引く」
●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●CG●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●

経済大国を躯歌したわが国も、さまざまなそれはなんの経済効果ももたらすことはあは不要、通信は船舶電話で行う

事件事故、あるいは転載などにさらされ、混りませんが、黒潮に夜光虫の航跡を引くとい予定）

迷を続けております。 う男のロマンは具現化できるのです。さあ、■出艇量…｜艇5,000円

これらの事象を歴史の－コマとして烏撤すこの夏は太平洋へ．｡…･･ 参加費･･会員｜,000円

れば「もっと余裕を持って生きようよ」とい■日時･･･8月3日｜｜：00スタート非会員2,000円
jへ

う天からの啓示といえなくもないでしょう。■コース…サントピア沖→牟岐大島→徳島■問い合わせ先

余裕を持つということを、無為〃な時間を約'00マイルNORC内海支部(078-271-8750)または

過こすことができる環境にあると考えるなら■参加資格…NORC吾録艇または会友艇徳島フリート瀬川まで(0886-25-3706)

ば、太平洋へのオーバーナイトセーリングな■レーティング･･･|MS・CR.取得艇

ぞ最適ではありませんか。 ■安全規則…カテゴリ111以上（ライフラフト

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

'9BMidSummer阿波證券カップ阿波踊りレースのお誘い
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

24回目と伝統を誇るまでになった阿波踊8月’3日（火）

りレース。ヨットレースもさることながら、■AMIO:00受付開始（ヨット神社ボンツー

やっぱり楽しみは、ヨット連での阿波踊り。ンのグランドバンクスまたはシ

今年は、ア杯のNZ艇ブラックマジックの故一マンライク）

事をまねて、参加者全員揃いの靴下、ラッキ■PM5:00艇長会議（徳島ブリンスホテル）

一レッドソックスで、踊り桟敷へ繰り込む計8月’4日（水）

画です。■AM8:00スタート（タイムリミットPM3:

今年の夏も、あなたのセイリング計画は、30）

8月'4日の阿波踊りレースを中心に決めて■PM5:00表彰式・ハーテイ

下さい。今年もスポンサーは阿波證券です。■PM7:00阿波踊り

徳島ヨットクラブ会長片山隆博

『
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95阿波踊りﾚーｽよりに

来年の鳥羽レースまでにVHFを開局するには、

今から準備を-10月の受験が早道・ベスト・リミット．

鳥羽レース準備に余念のない艇も多いと思うが、および開局申請は､取扱い業者に依頼し3カ月で十

次回1997年から同レースでは､通信手段に国際分｡しかし無線従事者資格取得には多少B寺間が必要

VHF搭載が義務づけられていることはご存じのこなので､今から準備が肝要である。

とと思う｡また関東支部でも､本年10月5日の国際VHF操作に必要な資格は､国際航海をする

KSC第7戦初ニレース(関東外洋ヨット選手権シ場合で第一級海上特殊無線技士､国内のみでは同

リーズ､関東フリート対抗レースを兼ねる)から､通2級海特で良い。

信手段が全て国際VHF(マリンVHF可)に統一さ取得には財日本無線協会の養成講習会受講と国

れる。家試験受験の2通りがある｡養成講習会は、1海特

ORCカテゴリ3以上のレースに国際VHF搭載で45時間（8日間)、2海特で17時間（3日間)無遅

が義務づけられてからもう3年｡諸事情から日本で刻無欠席とかなり負担が重い｡ヨツトマンには困難

の適用は猶予期間を重ねてきたが､安全の為の通なのでここでは国家試験受験のケースで解説する。

信手段は必要欠くべからざるものとの認識は固まつ直近の国家試験は今秋10月に各地で開催され

てきたと考える。る｡受験申込受付は2カ月前の8月1日から20日。

OFFSHORE誌上でも､数年前から通信に関郵送でも可(当日消印)。申込書は日本無線協会で

する記事を､意識的に掲載してきた｡今号ではその頒布されているか､NORC本部通信委員会でも入

集大成として､例年150杯を超えるエントリをみる鳥手可能｡この場合は直接事務局へ来るか､申込書代

羽レースに的を合わせ､来年以降参加の為に必要と120円分と返送代80円分を別々の切手で同封の上、

なる国際VHFの開局準備について解説してみる。早めに入手し､必要事項を記入して､郵便局または

鳥羽にはまだあと1年もあるではないかと言われ銀行の受験料振訂入証＝を貼付して郵送する｡写真も

そうだが､諸準備を考えると実はそんなに悠長に橋試験日までに必要。

えてもいられない｡迫りくるその日の為に､早めの準試験科目は､電波法､工学と和文電気通信術（1

備を願います。海特は選択式英語と欧文通ｲ言術か加わる)。1日で

さて船に搭載する無線機､アンテナ等の据付工事終了｡テキストは､試験問題集も加え一式4700円｡財

を

を 膣 卜。

電気通信振興協会へ申し込むか､書店で入手する。

次に､独学で取得する自ｲ言のある人は､試験まで．

に猛勉する事になる。自己管理に自ｲ言の無い人は、

通信委員会の主催する速習勉強会の受講か拠り所

になろう｡正に合格のための即席講座であり、自動

車学校の様な｢養成講習会｣とは違うので合格のポ

イントは学習あるのみ｡半月ほどの覚,|吾は必要であ

る｡また電気通信術は､個々の読み方を覚えあとは

通勤通学の電車内で広告(カタカナ､英字)をみて、

訓練し慣れることがポイント。

開設申請は約2ヵ月掛かる。1997年6月末に開局

として逆算すると申請は4月末となる｡この場合申

請時に有資格者がいること｡今年10月の受験で合格

し免許証を入手すれば余裕を持って開局に臨める。

1997年の3月にも試験はあるが､これでは選任従

事者に誰れか頼まないと無理である｡また2月には

短波も扱える第4級海上無線通ｲ言士の試験があり

ギリギリ間に合うが､海特に比べより難しい。

本年10月の受験が､最適な時期であり、8月の受

験申請をお忘れなく｡勉強会も企画されるが定員10

名程度｡国家試験開催案内は､関東支部FA×サー

ビスで入手できる。

－只一
写
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'96ケンウッドカッブブレビューケ 力 ユ

NORC国際'｣倭員会

今年もハワイ沖での熱いレースが、来る8月5日より始まります。

すでに7ヶ国、50艇以上がエントリーを済ませており、日本からも

過去最大の17チームの参加が予定されています。特に今回はマム36の

太平洋選手権が併催され、日本から日本マム36協会の熱風で6艇が参

加しカップを狙います。ナショナルチームの優勝チームには、過去1

度だけ日本チームが手にしたケンウッドカップが贈呈されます。

すでにこのカップを持ち帰るため、オーストラリア、香港、ニュー

ジーランド、米国が早々と強力なナショナルチームを発表。すでに水

面下で戦いが始まっています。

我ら、日本チームも今回は3チームを編成し、カップを目指します。

●JAPANREDチーム

他国では40フィート以上の大型艇が多い中、日本マム36協会の活発

な運営によってレベルアップされたマム36によるチームです。特に

へ｣APANCUPで好成績を残した、シーホークチームの新艇
<Seahawk>､<MarioExp｢ess>､<SantaRed>と<AOBA>

による強力なチームワークの陣容です。

●JAPANWhiteチーム

<Take-1>、<JUst-7>、<X-Dream>と|MS艇による、東海

支部よりの初チームでの参戦です。最近の東海支部全体の強さと新鋭

艇との組み合わせにより、初参加艇の多いチームですが期待できます。

●JAPANBlueチーム

海外レースにおいて最も経験が深く実力のある<Dreampic>("

東)と、<LiberteExp｢ess>(玄海)に、名門シーボニアヨツトクラ

ブメンバーのチャーターによる､<TheSpiritofSeabornia>と

いった編成。海を知りつくしたメンバーで、安定した力を発揮するチ

ームです。

以上3チームが、今回のナショナルチームとして八ワイの海を走り

ます。単独参加でも<LoveA'Luck>、<Server>、<Seahawk

High5>、<TeamMoroiso>、<G'NET>、<GrandAYA>な

ど実力艇が上位入賞を狙います。

会員の皆様におかれましてはぜひ参加各艇、クルーに大きな声で応

援をお願いいたします。

CUPエントリー('965月24日現在）'96KENWOODCUP

●65～80フィート

BOOMERANG(Frers80')

CASSIPOEIA(Davidon72')

EXILE(Reichel/Pugh65')

FALCON2000(N/M78')

MORNINGGLORY(R/P80')

SAGAMORE(S&S78')

SAYONARA(Farr78')

●44～55フィート
一

AUSMAID(Farr47)

DREAMPIC(Farr44)

INFINITY(N/M49)

LIBERTEEXPRESS(Yamaha"')

RAGAMUFFIN(Farr50')

THAIAIRWAYS(Dav55')

SEALANDX-RATED(ILC46)

USA

USA

HKG

USA

GER

USA

USA

AUS

JPN

USA

JPN

AUS

NZL

HKG

●41～43フィート

SEAVIEWCHALLENGEAGAIN(Bsh41)AUS

FLASHGORDON(Farr43)USA

GEORGIA(Farr43)NZL

G'NET(Fal･rlLC40)JPN

GRANDAYA(Farr41)JPN

SEALANDORIONEXPRESS(ILC40)HKG

QUEST(N/M43)AUS

TERRAFIRMA(Murray41)AUS

SEALANDWIZARDTHESEQUEL(41)HKG

●35～39フィート

DESPERADO(Lidgard36)USA

JACKRABBIT(N/M39)USA

JUBILEE(IMX38)USA

JUSTSEVEN(N/M35)JPN

LOVEALUCK(Elliott39)JPN

RECIDIVIST(Schumaker39)USA

SPIRITOFSEABORNIA(J-35Chaner)JPN

STACKERLEE(Farr39)NZL

SURFACETENSION(N/M36)CAN

TAKE1(Farr39)JPN

TEAMMOROISO(X-119Charter)JPN

TOTALRECALL(Ellio廿39)

X-DREAM(X-119Charter)

●MUMM36クラス

AOBAEXPRESS

BLUECHIP

GEORGIAEXPRESS

JAMESON

MARIOEXPRESS

NOPROBLEM

SERVER

SANTARED

SEAHAWK

SEAHAWKHIGH5

－6－

NZL

JPN

JPN

USA

NZL

IRL

JPN

USA

JPN

JPN

JPN

JPN

ナショナルチーム

AUSTRALIA:AUSMAID

QUEST

RAGAMUFFIN

HONGKONG:SEALANDORIONEXPRESS

SEALANDWIZARDTHESEQUEL

SEALANDX-RATED

NEWZEALAND:GEORGIA

GEORGIAEXPRESS

STACKERLEE

USABLUE:FLASHGORDON||

|NFINITY

NOPROBLEM

USAGOLD:DESPERADO

RECIDIVIST

未定

JAPANRED:SantaRed(Mumm36)

MarioExpress(Mumm36)

Seahawk(Mumm36)

(Aoba)(Mumm36)

JAPANWHITE:X-Dream(X-119)

Take-1(IMS-40)

Just-7(IMS-35)

JAPANBLUE:Dreampic(IMS-44)

LiberteExpress(IMS-44)

TheSpritofSeaboria(J-35)



KENWOODCUPに『草の根軍団』がチャレンジ
俺たちにもできる1国際オーシャンヨットレースの楽しみ方！
せﾈﾗﾙﾏﾈー ジｬー 中村寛(TheSpiritofSeabornia)

<TheSpiritofSeabornia>は、昨年6

月、NORCシーボニアフリートが初島レースの

コミテイを担当。レース艇をスタートさせた後、

芝生で寝転びながらの会話からはじまった。

「KENWOODCUPって本当に楽しいんだ

ぞ～、半端じゃないぞ～、皆で行こうよ！後悔

させないよ！」と、何回かKENWOODを経験し

ている私がアジテーターとなった。

SeaborniaYachtClubとNORCシー

ボニアフリートの有志が中心となり、国際的オー

シャンヨットレースで活躍したいと願う若者たち

を広く公募◎日本中から<TheSpiritof

Seabornia>の名のもとに35名の会員を募り、

今年の1月からKENWOODCUPChal-

lenge'96強化合宿をシーボニアで開始し毎週末

に充実したトレーニングを実施している。チャー

ター艇は前回くビッグモーニング〉がチャーター

したくアーバンリニュール>(J35)に決定した。

チーム編成には、ヘルムスに戸谷寿男氏を擁し

くベーシック>の小林君と若手を中心とした自主管

理の「草の根軍団」で日本ナショナルチームの一

員として挑む。

<TheSpiritofSeabornia>の目的は、

国際オーシャンヨツトレースで上位入賞を目指す

とともに、海外ヨットマンとの交流を深めること

により、オーシャンヨットレースの運営およびホ

スビタリティを研究すること。また、チーム編成

の基本的な考え方はセーリングマスターやコーチ

ングスタッフを充実させ、カリキュラムに従った、

システマチィックなトレーニングを実施する“本

格的グランプリレーサー養成機関”となればと考

えている。

現在、遠征選手チーム28名、サポートチーム、

観戦ツアーチームに合わせて総勢50名を送り出す。

また、帰国後は、12月のタイ"KingsCup"に

もチャレンジできたらと計画している。

ウッデインヨットレースのお知らせ主催:小網代ｵｰﾅｰズｸラブ写真提供/舵社 篝

雫一一一議

ており、現役の木造ヨットを今後も日本の文化遣今

産として残し、また木造ヨットのもつ素晴らしさ

を多くの方々の披溌するために、ひいては海洋文

化を醸成するために、ウッディンヨットレースを

開催します。

<ウツデインヨツトレース開催の意義〉

四方を海に囲まれた我が国は、かつては遣唐船

遣唐船により中国を往来したように海洋民族とし

て活躍してきました。しかしながら、江戸時代の

鎖国政策により造船技術や操船技術の発展が妨げ

られ、海洋民族としての伝統が衰退してきました。

近代においても、その傾向は引続き継承され、海

洋文化の希薄な国家となってしまいました。

「広辞苑」には、「シーマンシップ」という言葉

はなく、また「潮気」という言葉の説明は「塩分

を含んだしめりけ」とあり、船乗りが使う「潮気」

の説明はありません。

私たちは、7月20日の「海の日」にちなんで、

本当の海洋文化とは何かを考え、海と語り合い、

海と共生して培わなければならないものは何かを

考えてきました。古来から変わらぬ七つの海を乗

域

降

蟹 重
<開催要綱〉

日時：1996年7月20日(土）「海の日」

スタート：午前10時30分

午前10時に小網代湾に全艇集合して、

スタート海面に向かう

コース：小網代沖→亀城沖ブイ→小網代湾口

約10マイル

表彰式：午後2時開始小網代オーナーズクラ

ブハウス前

参加希望の方は担当吉岡久光

TEL･FAX兼用03-3466-5491

一

露 蕊奮…
汐

り越えてきた「木造船」は、現在でも中国のジャ

ンクや中近東のダウ船として脈々とその伝統が引

き継がれておりますが、残念なことに我が国の木

造船の伝統は近い将来消滅する運命に見受けられ

ます。欧米では50年も60年も前に建造された木造

ヨットか現役で活躍しているのは当たり前のこと

であり、海洋民族の誇りを見る思いがします。

日本で生きている木造ヨットは年々少なくなっ

－ン『海から見よう1日本』キヤンベ
三三

ヨット<うみまる>7月19日に日本一周達成予定 r海から見ようl日本」事務局

今年から祝日に制定された「海の日」にちなん

で、海から日本を見つめ直してみようとする『海

から見よう1日本』キャンペーンのヨットくうみ

まる〉による日本一周の旅は、5月14日に横浜ベ

イサイドマリーナから始まりました。

橦浜出航後北上したくうみまる〉はlll目調に航海

を続け、これまで立ち寄った15カ所の港ではどこ

でも暖かい歓迎を持って迎えられ、最北端の稚内

から小樽間はフラッグリレーのお手伝いもしまし

た。本州から北海道へ北上するコースでは、海に

落ちる滝を見たり、桜前線を追い抜いたりまた、

ロシアが主張するところの国境線を、海上保安庁

の巡視船に守られるように航行するなど、南波誠

艇長以下、ヨットレースではキャリアが豊富なク

ルーたちも感激の連続のようです。

くうみまる〉の航海と共に季節もこの1カ月で

冬から夏へと変わってきています。'|胄報発信を担

当する秋和良於クルーからの5月20日前後の根室

近辺からの通信は「寒い。着込んだ上に、目だし

帽に冷凍作業用の手袋という格好でワッチについ

た」といった内容でデッキ作業の辛さが伝わるレ

ポートでした。

その約1カ月後ともなると、目だし帽に冷凍作

業用の手袋などが、ダンボール箱に詰められてキ

ャンペーン事務局に送られてきます｡6月24日の

最新レポートでは、本州南岸に横たわる梅雨前線

の南側に出たくうみまる〉艇上の晴れ晴れとした

雰囲気が伝わってきます。

－くうみまる〉の前方には、薄い高層雲がしっ

かりと張り付いた青空が見えます。夕方のトカラ

群島の沖で、ぼくたちは勝手に「梅雨明け宣言」

を出してしまいました。

日が暮れて星空が見えてきました。日本海では

曇りが多かったので、本当に久しぶりの星空です。

しかも空気がきれいなので天の川までが肉眼でく

っきり見えます。（6月22日）

－南風を斜め前から受けて、沖縄本島を目指し

ました。左手には徳之島が見えてきました。イル

カが2頭揃ってジャンプしています。もう夏の海

です。デッキ上には、昨日までの雨で濡れて湿っ

たままのカッパを並べて干しました。（6月23日）

6月24日現在、くうみまる>は寄港地では最南端

となる、沖縄県・那覇に入港しています。全行程

の3／5を終え、これからは奄美大島、屋久島を

巡り、太平洋高気圧とともに徐々に北上しながら

瀬戸内に入り広島、高松、徳島、大阪などに入港

します。その後紀伊半島沿いにぐるりと航海を続

け7月15日には最終寄港地となる河芸に寄り、7

月19日に再び横浜に戻ってきます。

7月19日、横浜ベイサイドマリーナへの入港は、

13時の予定です｡ぜひ､NORCのエンサインをか

かげたくうみまる〉日本一周の旅の終結を、ヨッ

ト仲間として出迎えていただければ幸いです。

ラ
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TOKYO'SCUP'9BYACHTFESTIVAL

ﾖｯﾄﾚー ｽ開催案内

王催：トウキヨウズ･カップ'96ヨツトフエステイバル実行委

員会

後援：東京都島喚町村会、（鮒日本ヨット協会、㈱日本外洋帆

走協会

東京都ヨット連盟、NHK、読売新聞、TOKYOFM、

NTTDoCoMo

日程：’996年8月2日圀から8月4日(日)まで

．－ス:Aコーストウキョウズ･カップ

スタート8月3日(土)9時

場所大島波浮港沖マーク

コース通過ポイント①利島西側通過②新島

西側通過③式根島西側通過④神津島

西側通過⑤三宅島反時計回り

フイニッシュ場所大島波浮港沖マーク

る4名以上の乗員を有すること。

3)A、Bコース共通:｢TOKYO'SCUP'96レース安全

基準」を満たしていること。

参加料：｜艇8,000円（8人まで）それ以上は｜人につき｜,000

円追加

申込み締切：平成8年7月22日まで

参加申込並びに問い合わせ先：

トウキョウズカップ'96ヨットフェスティバルレース委員会

〒'05東京都港区東新橋l-l-8ヌノフクビル4F

スターボード株式会社内

TEL:03-3289-|899FAX:03-3289-|790

ハーバー参加受付：下記ハーバーでも参加申し込みを受け付けます‘

（7月'4日まで）

夢の島マリーナ、逗子マリーナ、三崎マリン、

シーボニア、佐島マリーナ、芦名マリーナ、油

壺京急マリーナ､葉山マ'ノーナ、マリンポート・

コーチヤ、横浜クルージンククラフ、湘南サニ

ー一汁イド
／』I

夕喰

カップトウキョウァイランズ。Bコース

スタート8月4日(日)9時

場所大島波浮港沖マーク

コース大島波浮港沖スタート

利島沖フィニッシュ

フィニッシュ場所利櫃巷岸壁沖マーク

適用規則：国際ヨット競技規則（'993－'996)と本大会実施要項

及び本レースの帆走指示書を適用する。

参加資格：クルーザーの愛好者なら誰でも参加できます。但し、

|)Aコースは、IMS'96又はCR'95の有効なレーティン

グを所有し、船舶安全法に基づく「沿海」以上の

基準に合格している艇。且つ、4名以上の乗員を

有し、艇長は、NORCの会員であること。

2)Bコースは、船舶安全法に基づく「限定沿海｣以上

の基準に合格している艇。且つ、レース織曵のあ

四
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図
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関東会員はFAX情報サービスをご利用下さい。

やり方のわからない方は

044－巳44-BSODJ,鴬 （ 6）
韓一

輯

窯『

錘

鴬
§

殿

蕊

畠認晶吊

豊蕊i蕊識鴬、。

えあい、’11き合い、また、よく実施要項などを読んでFさい。FAX'li'~
報サービスと044-244-8600の案内をl･分にご活川ください｡会jiが必

要ときれるものはどんどん充実してゆく予定です。ご要望もおiⅢlかせ

ください。

レースの,}筋も担当のフリートが中心になってやってくれています。

また、安全械査にかかわる1f務も大|偏に簡素化させてもらいました。

CRについてもl'il様です。こうして、できるところから「人下｣つまり

｢人件1Y」をはぶいてまいります。

しかし、公iiのllllい合わせやら、役)ﾘfのとどけ、銀行の1_1座づくり

から封筒の印lllﾘの発注､などなど､2,000人を超える会ilの1礦は災に

たくざんあるものです。とくに、本部と支部の分離にかかわる仕､Ifは

小さな公社を設立するよりももっと大変でした。

水祁と文部の分離作堆もここにきてようやくl峠を超えたように思わ

れます。瞳い'Al、つもりつもったホコリをとりのぞき、やり方を変え

るというのは実に大変なものです。また、閥束の会興の中では、恵,紬

として「本部」や「関東」が分かれていないためにとかく混乱力起き

がちです。会此力ざ本部と面接かかわりあうのは「IMS」と「無線関係」
一

だけです。閃来会典は「本部」に安匝に屯i活をかけないで下さい。イ

祁は公碓的な仕!}fに専念してもらわねばならないのです。

●誰が、どう費用を負担するのか…

さて、本年後半から執行部は「事務の合理化」で人件礎を削減でき

るだけi'ill減したあと、今後、関東支部の蛎務はどうあるべきか、どう

ボランティアに分担・分散できるのか、どのような人を雁えばいいの

か、その人の将米を保証できるのか、将米をも兇州えてどのぐらいの

岱企が支払えるのか、などを本格的に考えようとしています。「総'1"

111:」はどう分散しようが変わらないのですから、雌後には、1樅が、ど

う'ガノJを提供するのか、労力を提供しないのなら、誰力罫、どうその出

川を負111するのかの高蒋倫になっていくと思われます。深く瀬術する必

要があると思います。

また、レースにかかわるl,'il定的出川の洗い川しをする作災にもかか

っています。会iiが負仙するレース参加曲をできるだけ安くしなけれ

ばなりません。l,'il定的にでていく伽ljを樅がどう興仙すべきか、を杉

えようとしています。つまり、今年後半からすぐに米年のためのj皇算

策定作堆にかかります。脚束支部は赤'j鱈自体F1から脱却できたとはいえ、

あいかわらず締出膨張の圧ﾉjは11･iいものがあります。

●修正予算がきまる…

よる6112211、|11M(llilil1,↑代淡ii公と総会がひらかれ、この2)1に'|"『

だでスタートした折,洲j祁の水イドj皇ﾘi':が本決まりとなりました。

l1↑ｲ|ザ鋤'iで1,900〃の杵川!'l'iをけずりにi'i11つた'li)｢>E1皇卯では､1,270

〃の榊農川峨でスタートしたのですが、特に人件曲のlmIfのために年度

ｲくには550ﾉJからの赤'iを'ﾘt'l,'｛しなければならない状況でした。公曲

収人は1,000ﾉjしかないのです。

｜災l火史祁は放年liijからｲ,ﾘ泄的に赤.j･:がでてしまう体IIIとなっていた

ため、lll･忠になんらかの「F」をうたればならなかったのですが、イj-

効なFだてがありませんでした。たまたま、4)1に,l"iiの退l熾がか

さなり、あえてhli允をﾉII;わず、片にかえって役liがボランティアで|lf

勝を代ij、，W､い切って|l端の分散化、機械化、外ii化を‘汎みることに

より、こんど捉III}したllf'lij乞卯ではﾉﾊ:｣:'11'l'iをさらに240〃ほどi'ill減で

きることになりました。

●赤字体質からの脱却が計れそうです･・

ﾉﾅｲ|畠はすでに従米ﾉ卿で､ﾄｲ|品をすぎたことでもあり、また従米からの

職此の退il股命もまとまってドンと文払う必典もあり、家1Yのi'iﾘ減も､卜

分の効果しか/|ﾐめませんので、米ｲ|品には200ﾉ〃ll波の亦.j':が兇込まれ

ます。この赤'j･:は文祁ﾉIL金をとl)くずすことなく、役iiが分1.l1，’'1分

たち力斗'1保を出して銀ij･から1,1↑令する'jt.|','｝です。ll"iの退職金の総徹

が230ﾉjにのぼりますので､米ｲ|品はそれで赤'j,言をキレイにjll!め､i,'!r余も

なくなる兇汕しです。ようや<111束父祁は赤#j,ご体?【からの脱却が,ilれ

そうです｡､'1初は|1川U<祁を維持するだけでも、公fYを2,0001ﾘ値|鳥げ

しなければ…とザえていたのですが、いまは「多分その必要がなくな

った」と!；える幟|珊にあると'IJ,われます。

●事務を合理化するためには

いま仇付祁がやっている11:'lfは「l11束文部の,l砿」の徹底的な分析

作堆です。

公liサービスを低|､,させないで|I砺を合｣:11!化するためには、まず帆

付祁みずからが、すべての'I蛎を'抑i!し、それを鋭く分析することか

らはじめなければならないとザえます。今、役ilはほとんどすべての

'1筋を分111、|'I分の11:'1；の合|H1を仙って111束支那の'l崎をこなしてい

るﾙﾉllです。会jiのご協ﾉJをせつに朝みます。できるだけまわりで教

9
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NORC関東・総合FAX情報サービス

USEFULアドレス

鳥羽レース成績

1BE…#EB7-O44-EBB-1BSB-OB#

裕次郎レース

実施要項・申込言……ノノ11＃

特別出艇申告用紙……〃1巳＃

成續……………………ノノ1B#

小網代フリート年間レース・参加呼びかけ・スケジユール

1BE…#EB7-OB-B45E-B115-O7#

ウッディン・ヨットレースノノB115-gg#へ移動

代議員会・総会議事録〃BOE1-40#

支部基金代議員会・総会議事録〃BOE1-41#

KSC#5戦(8/17)･実施要項ノノB115-7B#

関東支部レース成績はインターネットで世界に発信しています。

アドレスは、「関東支部RACEINDEX」

http:/www.imasy.or.jp/～sail-jpn/norc/racekanto.html

関東会員は本部に安易に電話をしないで下さい。

関東会員用の電話はOB-B452-BOE1

FAXはOB-B45E-BOB1

支部会員各位への急告／

関東支部会員用｢NORC関東｣瓦版(かわらばん)を発行します。

1RFl･･･#EB7-OB-B45巳-BOB1-EO#

今後必ず毎月1回アクセスして~下さい。

へ

●利用できない会員がいる…

FAX'|､,ii報サービスはおかげさまで順調に稼働しています。すでに、

取り出し枚数は3,000枚を数えます｡大変な数です｡会貝のご協ﾉJに感

謝しています。

－部、会社のFAXをお使いの会此の中にFAX情報サービスをご利

川になれない公ilがいることも承知しております｡会社のFAX恭号カミ

追加恭号の形態をとっている場合はNORC側のコンピュータがメイ

ン恭号しか州認できず、その追加番号を認識できないためご利川にな

れないのです。ダイヤル・インという形態がこれに屈します。

162…＃287-03-5251-7077-01＃でFAXを取り出すことができない

場合は、上記の11掛けになっているFAXと考えられますので､恐縮で

すが､お仲間の逆うFAXからアクセスしてくださるようお願いいたし

ます。

1996年初島レース（兼KSC第3戦）総合成績表

●6月15日、10：00スタート、相模湾、参加26艇

IMSAクラス参加8艇

総合
順位

セール

No．
艇名 艇種 オーナー名

高橋

古川

加藤

藤本

広瀬

猪狩

稲葉

松田

敏男

保夫

忠男

達雄

泰彦

光清

文則

栄夫

５
５
１
２
４
３
１
９

６
３
１
１
９
３
９
９

４
３
１
１
４
３
５
２

３
３
４
２
５
５
４
２

TlBURON

ORIHIME

CORVATSCHIII

FUJlV

FOXX

BJ7

LUCKYLADYV

BIGAPPLE

FARR44MOD

FRE-41

BALTIC43

FRE－45

MUIR41

BNT40.7

JONSAYER|2

N/M46

１
２
３
４
５
６
７
８

|MSBクラス参加9艇

●さまざまな情報客孤速に提供しています… 後藤豊

杉村直樹

砂田信－

佐々木康治

烏山睦郎

石田和久

堀口三備

長谷川孝男

小畑千安紀

FARR|020X

FARR34

SWAN40

1MSIO30

JV9.6CR

TAKA|341MS

BALTIC35

J－33

ELLIOTT935

５
１
７
９
０
８
７
４
５

７
２
７
３
５
１
０
１
１

２
２
７
６
８
２
３
０
７

５
２
２
３
２
４
４
４
３

GERONIMO

AZUSA

HIKAR|

CHRISTO-PHERIII

PASSAT

NAPOLEON

CRISTALLAII

ALPHA

MISTRAL

１
２
３
４
５
６
７
８
９

ヘツ鋤世要項・II1込,ll:ばかりでなく、レース成績・航跡|l･レース委員
之のコメントまで、レース委止_i会からまわってくるものは全部収録し

て迅速に提供しています。閏來支部のレース結果はインターネットで

-l11:界にも苑ｲ,『しています。今後、本誌のページ数もi'ill減される兄旭し

です。間束に削り､[1てられているページは現在でも全体で2ページし

かありません。したがって、槻繁におこなわれるレースの成統も本誌

l食では上位艇しか紹介できないこともたびたびになります。‐'二位艇だ

けの掲職は止めて、奈川場艇の御jiをi戒せよとか、いや、ボランティ

アでレースを述桝した人々の名前こそ紋せるべきだとかの談論がおこ

っています。どうお砂えでしょうか。

いづれにしても、紙iniがひろがることはない情勢です。また、間束

支那もまだまだ、会ilにお願いする斗朴}Iがつづく情勢で、このコーナ

ーは必要です。どうか、レース結果詳細ほか、もろもろ、FAX'l',ii報サ

ービスをご橘川ください。イ聯漣I会の議題や資料、議事録も本誌に褐

､職できないので、FAX1','j繩サービスで提供させていただいています。

"lkの閃束支那をどう逆'片するのがいいのか、いまが正念場、しっ

かりと考えねばならないll#だといえます。NORCはボランティアで成

り立っている会です。会jiの協ﾉJが必要です。

CR-Aクラス参加4艇

栄宏

恭夫

洋－

利治

池田

市原

大野

山崎

SWING34

YAM31S

YAM31S

U38

４
２
４
０

０
０
０
８

妬
羽
“
３

FlRS1‐

E2

ADONlS

THETISIII

１
２
３
４

CR-Bクラス参加5艇

佐藤文昭

硲俊弘

川久保史朗

村田修弘

大杉文哉

SWING31

YOK30R

SWING31

YOK31N

YAM30R

２
６
１
１
５

９
０
３
０
８

５
３
５
５
４

３
３
３
３
３

LAHAlNAV

RIPPLEIII

KAGELOW

SONNBLUME

lSlS

１
２
３
４
５

－10－



<たか>訴訟ｼﾘー ズ(第27回）お知らせJGYR92訴訟対策委員会服部一良

性が考えられ、こちらの面にも大きな関心を

もたざるを得ません。

ちょっと先、おそらく9月頃、まだ梅雨の

前だというのに夏の盛りが過ぎた頃をいうの

もおかしいのですが、その頃には矢島滋氏の

証言内容と各代理人の反応などをお伝えでき

ると思います。

以上

で、前NORC事務局員の矢島滋氏が証人とし

て出廷する予定です。原告vs被告オーナー側

の焦点のひとつは、〈たか＞の大きさですが、

矢島滋氏は、当時くたか>のIMS計則を担当し

たメジャラーの立場で、〈たか>のハルデータ

を証言すると聞いています。それによって、

〈たか＞の船検上の艇のデータと|MS計測上

のデータの違いが明らかにされるわけで、以

後の展開はどのようになるのか、様々な可能

またまたですが、証人調書の入手が問に合

わず、先月号の速報でお伝えした部分の詳細

は来月号に回しました。現在、法定は隔月で

開かれていて、7月4日の後は8月一杯がお

休み、次の予定は9月’9日なので、多分来月

号と来々月号ではしっかりとこ報告できると

思います。

なお7月4日の法定は、尾島裕太郎氏の3

回目の出廷以外に、オーナー側代理人の要請

計測委員会からのお知らせ

IMS/IOR証書の発行などの計測処理は、この

オフィスで行っていきます。

担当者は常勤ではないため、問い合わせ等に

おいて留守の場合には、お手数ですがファック

スにて伝言をお願いいたします。

なお､計測の申し込みや入金については従建
通り本部事務局が行いますので、間違いない。

うにお願いいたします。

NORCのすべての|MSレースで適用されてい

ます。よって、同レギュレーションを満足してい

ない艇は、たとえ|MS計測証書を持っていても同

レースに出場できない場合があるのでご注意くだ

さい。

（注意2）

今後、|MS証書のAccomCertificate(い

わゆる、レギュレーション）の項目は、RAC-

ING、CRUISER/RACER，NONE

FILEDの三種類となります。

A証書発行の新しい動き

1.|MSレギュレーションを満たしていないヨ

ットにも、IMS計測証書を発行する。

2.IMSレギュレーションは|MS委員会が担当

する。

という2点が1996年5月29日の|MS委員会で

議決され、同6月5日の政策委員会で承認されま

した。これを受けて、計測委員会は上記2項目を

即日実施します。

（注意1）

|MSレギュレーション101に「|MSレギュレー

ションは、帆走指示書で特に免除されないかぎり

"|MS"レースで適用する。……」

とあるように、IMSレギュレーションは現在

ﾚーティングオフィス

〒238-01

神奈川県三浦市南下浦町_ﾄ官用3253

八秀ビル303

矢島滋

TEL&FAXO468-89-8164

Bレーティングオフィス開設について

6月より本部事務局とは独立して、下記にレ

ーティングオフィスを開設いたしました。今後、

ｒ
ｑ ，P.suRvIvoR-80
造水能力：’2．52/h｣5%

電源:8A、|2V、DC重量：

寸法；23．6×52.8×43.2cm飲料水は海水から造りまず。
NORC会員の方は平成B年B月まで20%引です。

サバイバーシリーズ造水器

|9.5kg

￥800,000

bL

一
１
１

要、

dSURvIvoR-35D
造水能力：4．62／時±'5％
重量:3kg寸法:14×56×9cm

型式承認：米国USCG|60.058/6/0
日本運輸省第3717号

船員災害防止協会認定0097

¥400,000

1
、
４suRvIvoR-06

造水能力:180m2/10分±i5%
重量:|.|kg寸法:|3×20×6cm
型式承認：米国USCGI60058/7/0

日本運輸省第3716号

船員災害防止協会認定0096

￥160,000

ｒ
可 P.suRvIvoR-35
造水能力：5．01

電源:4A、|2V、

寸法：’4．6×69

/h±|5%

DC重量
0×36．0cm

9,5kg

¥500,000

グ

四堅’‘‐
‐〆 ②

PDR“忠即畑髄

三＝二÷

◆分割払例

型式 定価｜回数｜初回金額’2回目以降金額

救命株式会社SURVIVOR-06

SURVIVOR-35

POWERSURVIVOR-35

POWERSURVIVOR-80

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

〃
〃
〃
〃

０
０
０
０

６
０
０
０

１
４
５
８

８
６
６
６

１
３
３
３

０
０
０
０

２
０
０
０

４
１
５
２

ｆ
Ｊ
ｆ
〃

０
４
８
８

１
１
１
２

9，900×’7

13，700×35

17，’00×35

27，400×35

静岡県駿東郡長泉町下土狩991-19"411

TELO559-87-8811 FAXO559-87-8812

－11－
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東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社

お問い合わせ.お申し込みはNORC保険デスクまたは会員代理店まで

冠フリーダイヤル0120-024-410



NORC保険デｽｸより

罰ﾘﾂﾄである
団体ﾖｯﾄ保険を

ご利用下さい！

ヨットシーズンが本格的にスタートする頃

です。保険は先行投資そのものですから、団

体ヨット保険募集開始は3月1日で、会員の

皆さまが艇のメインテナンスに忙しい時に、

保険加入のDMやら電話PRを実施し、保険

加入を呼びかけています。

募集開始から3ケ月経過し、5月末現在の

保険加入数は、支部別に別表のとおりです。

表中、登録艇と会友艇の総数は、1月1日

付ですから、誤差は大目に見ていただくとし

て、団体ヨット保険の利用状況の概略がうか

がえます。

支部別に保険加入率の差が大きく、会員メ

リットが活用されていないのが残念です。

団体ヨット保険は、登録艇のオーナーであ

る特別会員と会友艇の代表である会友の、い

ずれかの資格者だけが加入できるヨット保険

で、その引き受けの独自性はオリジナルパン

フレットやオフショア誌上で、再三ご紹介し

ています。

特別会員と会友であることによるメリット

として、大いに団体ヨット保険をご利用いた

だきたいと思います◎

話は少しそれますが、保険業界も自由化の

真只中にあり、自由レートの先鋒ともいうよ

うな団体ヨット保険の価格競争が目立つよう

になってきています。

NORC団体ヨット保険は、過去7年間の

利用状況と発生した事故状況の分析データか

ら、独自な引き受けを保険会社と協議し、健

全なヨット保険が安定して利用できるシステ

ムづくりを目指しています。

まだまだ会員個々の団体ヨット保険に対す

る要望が織り込まれるには年数が必要かと思

われますが、まずは利用してみて率直なご意

見をお寄せいただきたいと思います。

団体ヨット保険の会員メリットは次のとお

りです。

、船体保険では無事故割引・事故割増制度

（－3等級から＋6等級)を他に先駆けて

導入し、公平な保険料を適用します。前

年度1年間無事故の場合は、料率または

免壹金額が下がります。

回船体保険では船体とマストに区分して、

船体部分はNORC標準船価、マスト部

分はNORC標準マスト価格を基準に、

2つの保険金額で引き受けます。

●船体部分はNORC標準船価(時価)の

100％を船体部分保険金額としてお引受

けします。

●マスト部分は再調達価格（新規購入価

格）をマスト部分保険金額としてお引受

けしますので、マスト損傷時の保険査定

や保険金支払がスムーズに行われます。

回レースをする・しないの2プランです。
●レースに参加する方はレーサープラン、

レースをしない方はクルーザープランが

割安です。

●クルーザープランに、さらに有利なク

ルーザー･1/2プランを艇種を限定して新

設します。

四保管中･係留中の風水災に対する船体リ
スクを判断して、船体保険の補償範囲を

決めることができます。

●保管業者の保管中に限らず、漁港等の

管理者のいないバースでの係留中の風水

災による船体損害も補償します。

●自主管理泊地でもNORC認定安全泊

地の基準を満たせば、保管業者と同じ料

率で風水災リスクを補償します。

NORC認定安全泊地…佐島・油壺・

諸磯・小網代・菫須・鬼崎・碧南・

白谷・菫極・形原漁港特別区域

回レース中・帆走中･保管中を問わず第3

者への法律上の賠償責任は、対人・対物

合算で5億円まで補償します。

回搭乗者障害保険の死亡時補償、1名1億
円までとします。

●通院・入院時にも1日1名1万円の保

険金が支払われる内容で、艇の最大搭載

人数までお引受けします。

回搭乗者の捜索救助費用は最高400万円で
お引受けします。

nNORC指定検査員が事故時には対応し
ます。

さらに、会員メリットの他に、団体である

NORCには、保険会社から団体保険料の3

％が集金事務費として支払われ、会員への保

険サービスの向上に役立てられています。

団体ヨット保険の利用率の低い各支部の会

員の皆さまへは、支部単位のPR方法を相談

して、お祭りレースやイベントなどの場に保

険デスクが出張したりして、意見交換の機会

を持つよう進めていきます。

なお、各支部では団体ヨット保険の協力店

として、会員代理店が各地でご相談に当たっ

ていますので、ご利用下さい。

－1口－
1ｰ

NORC団体ヨット保険利用状況

支部

北海道

津軽海峡

常磐

関東

駿河湾

東海

近畿北陸

内海

西内海

玄海

南九州

沖縄

無所属

合計

登録艇十会友艇

総数保険加入数加入率(％）

1600．0

1600．0

18527．8

74716522．1

1021716．7

1985728．8

16684．8

246249．8

136118．1

671826．9

1800．0

6466．7

1600．0

1,75230917．6

(96.1.1現在)(965.31現在）

ご相談は

各保険窓口でお受けしています。

オフショアヨット

ロ0120-O24410
全国どこからでも無料でつながります。

NORC保険デスク
東南興産株式会社東京営業所

|関東支部

㈱ピーアイエー㈱石川保険事務所

秋岡康夫石川昇

03-3586-441103-3586-6297

保険サービスタケウチ㈲オフィス・マリン

竹内誠二階堂隆

03-3562-802503-3561-0833

ブルーフリート

伊吹誠一

0468-72-1447

㈲TA代理店酒井直樹03-3583-0783

根岸保険事務所根岸径樹0428-31-5894

T・｜・C田中斎英0467-31-5451

|東海支部

㈱ファミリー旅行社鈴木総合保険事務所

寺田｜|頂鈴木幹夫

0599-66-09330569-27-5051

KATO加藤繁雄0569-28-2340

|駿河湾支部

保険の力トー

加藤幸雄

0542-81-3929

|西内海支部

㈲サトー

佐藤克則

082-293-0860

|内海支部

㈲片山保険事務所

片山彰造

0864-72-7678

|近畿・北陸支部

奈木保険事務所

奈木三郎

0559-71-1502

~－’

■ﾛ■’
エージョンシーサワダ澤田順一0775-29-2277

へ

浬込



OFFSHORE249

OFFSHORE存続についての意見一

先月号で本誌が岐路に立たされていることをご報告したところ、さっそく会員の方々からご意見をいただきました。

そのうちの2通をここに原文のまま掲載させていただきます。

前略平素は典誌を楽しく読ませて頂いておりまがない」とI&う会iiがよりjWえるのではないかとツビングに…、（､tc)などの「データ'l･i'ifli」があ

す。危‘|典します。ると岫しく思います。堆荷がII｝<と'1.i:仏になる危険

さて、私は四内海支部○○フリート)ﾘr届｢○○呪在のOFFSHOREの「苑ｲnUlllll、ページがあるのかもしれませんが「速くなるための雌新

○○」にてレース等に参加きせていただいてい数、郵送システム、粂体のバランス｣{土ほぼ’|､,'j,#li(技術・艤装I1II11．ctc)」も興味があります‘

る肴ですが､OFFSHORENo.248において典jfr'iであると与えます。「K!港｣の存ｲIﾐを巷えると地ﾉjにいると1川Iかと'|,'j,I泄が遅れるので、1りl荷し

誌力可1皮路に立たされていると聞き、一筆とらせてi't"I鋤＃jlでも良いかという感も多少ありますが、ています。

頂きました。何かのお役にたてれば幸いです。鋪三繩郵使物の|､¥典がil'jえるということでほとんNORCがクルージング艇をどのように位il'i｛､｣．

数年前か翻而集特が代わられて､さす力薮にプど総出WI減につながらないならば、呪付で良いけるかについて識!柿があるようですが、私は

ロのｲIご事と言いますか、世誌の礎があらゆる面と,ILI,います｡ただ､私も○○フリートの広糀に多少NORC(i't!;,&)は今後もレースがII'心で良いと

で格段に向上しました。「○○○○｣のﾒンバー|典lわっている|則係で､"jjだとIII喋労ﾉJ(総出号えます(私はほぼ雌ｲl皇1~3jul111のクルージ

は私が特別会員の他、現在正公uが6名、を含め）力ざ大変だろうなと推察いたします。ングを1jっており、イ|fil人I'1勺にはl'lj力ともに艸味が

あと2名が加わる予定です。私はクルーに会ji内容に|災lしては「K,港」をI流む荷にとってはあります)。''IMII(でぞえてみても､ｲl,'il人ij肋をﾉ,鴫

になるのを勧めるにあたって、「送られてくる会繩火fjil人j春がTnなる祁分が少し多いかと'8､います本とするキャンピング愛好家の令l'絲ll識はなく、

だけでも見るｲilli値はあるよ｣と言っています。それが､そうでない公jiにはJ-度良いのでしょう｡｢|則レースという纏数が競うﾙﾘ係になって|､11体・糸|噺f

でも入会金･年会費･臨時会噛の合j汁21,0001II束支祁｣|典l述の!iLl'lfがIWaちますが(他支那のが必典になるのだとIJ,います。「社|､jl法人」でも

に抵抗が相当ありますが､ﾖｯﾄがより面''1くなるとページが兄あたらないせいか?)、公ji数が多あり、政汁iﾉﾉをつけるためにも「令てのヨットを網

入り始めるようです。い、いずれは他文祁にも|典I係する、ということで雑｣としたいのかもしれません力ざ､雌しいところで

会員の直接メリットは、レース参加班のI朧減としよう力罫、ややわずらわしく感じることがあります。す。むしろ、ディンギーセーラー(I1本ﾖｯﾄ協

一‘繊難灘蜜熟掘M鰐堂撫辮蝿鼠感鯏麗雛f抵窯』"'典込にも詞と総裁で｣'"Ⅱ
ナーくらいでしょう（→この条項はじんわりと効果いものです。「女'性セーラーのページ」などは乱文､ifびに勝手な怠兄にて大変失礼いたし

があるので、各支部が主管のレースはきちんと外|'li全山多数のNORCにとっては紫III'iらしいアました｡より良い,;J&Ini作りを|H.片して､今後とも続々

適用することを卜分確認しあってはどうかと思いイデアかとW,います。ご椚跳されますことを心より念じております。

ます)。しかし、NORC会員であるか否か力斗則係イl,iil人的にはiii.なるレース参戦I拙「1冊#びの;f1'1'j:"

しないレースも多く、また、軽減があっても額力ぎわ葉｣のたぐいを減らし、典体的にどういう［火をこNORC西内海支部ハフリート｢○○○○」

ずかなのでレースにかなり佃ないと年会出にはらしたか？（スビンシート12mmをスペクトラの10 匿名希望
届きません｡そうい毒境のなかで会報が弱体化mmに換えたことによって･･･、etc)、どういうTI川.

すると､現実的に「会員になってもたいした利点維曲がかかったか?(ﾄﾗｯｸ郵送に35"|'Iとｼ

●●●●●●●旬●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

いつも楽しいレースや会報を提供いただきあせん。ShoreJ)され、収入が大きくNORCに1､i献する

りがとうございます。以下に会報に脚する恵兄をまた4J在の公ilで､N()RCに魅ﾉJを感じ"11人ような腿|ﾙlはｲく'iJ能でしょうか。やむをえず縮小

述べさせていただきます。会報力辮i小や廃l:IIをした人はわずかではないでしょうか｡レース参"11の場介はllllj'･ではなく新|111のような形態(ifllえ

したら､どこにNORC加入のﾒﾘｯﾄｶざあるのでしのため、しかたなく"11人している会iiの抗持ちをぱﾉ、ワイ、ワイキキl'ljYc)なら''1j&l'(て､も述ｲll感

ようか。少しでも慰めているのが､後荷の公､ドliだと,IJ，いは少なく､ボﾘｭｰﾑも雌てると,!U､います。

現在、会員の持典としてレース参加曲の別'jlます。会糀の1兆川はNORC"Ⅱ人のメリットを火Mｲ．政危機であるからこそN()RCの魅ﾉjを,i.;j

と会報がありますが、前打はそもそも{I61人乗艇い、脱会を促すか（特にレースに参"|'されていめること力f必要で、それには公､|4の械械''1りｲﾘ川

料を徴収すること日体に羅問を感じます。乗せるない〃)、レースのため強制"11人させられているが効飛火であるとザえます。l1ｲ政危機→i!邨力縮

の(調挺であって、主樅稀の利益とは無|災I係と巷という怠‘紬のみｲIIIIえ｛､l･ける糸,'i采になると与えます。小〉公imA!R-'!1ｲ政危機という悠fl,吋蝋を|析ちUJり、

~･‘轍,蝿雲霞鯉W朧競惹衆的にはY態…のよう蓼蝿として"』ビヒまず｡以,≦裳縦に跡する侭"です。
そこで公判錨li小ではなくﾉ又刈に允爽させ、将ナショナルオーゾリティにふさわしい公､|&を川i､ﾘミ

額な乗艇料はヨットの敏｝『時をi くし、読はありま（例えばRORCのu'SealloI,se｣,、CYCAのI'()fI <FOXX>小松崎健一

6月号のスペリー・トップサイダーのセーIノングサンダルの読者プレゼント当選者は抽選の結果、倉田峰一様（富山県)、篠原淳史様（兵庫県)、井

上卓郎様（京都府)、石崎慶太様（福岡県)、市ﾉ||茂木様（東京都）の5名様に決定しました。

海から見よう日本くうみまる>日本一周……

ウッディンヨットレースお知らせ……･…･･…

関東・執行部発INFORMATION(その6)

<たか〉訴訟シリーズ(第27回）“･……………

計測委員会からのお知らせ．…･…………･……

NORC保険デスクより…･…･………･…･･･…

読者プレゼント…･･･…･……･……･……………

OFFSHORE存続についての意見………
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表紙：ヨット

くうみまる＞

北海道

ウラル岳を

背景に快走

撮影：添畑菫

胴冨圓四m できなかったのか、さらには会幸艮の重要'|生の

議論をしなかったのかと思う次第だが、とに

かく来月号（250号）でNORC会員のための会

報"OFFSHORE"は姿を消すことになった。

※休干Ijに至る経過については来月号で紹介し

ますが、将来また復干|｣する望みをかけて会員

のみなさんからご意見をいただき、最後の号

を飾りたいと思います。7月末まで･に本部事

務局までFAXしてください。可能な限り最終

誌面にて公表したいと思います。倉I｣千|｣以来23

年間、二・､愛読ありがとうこ･ざいました。

OFFSHORE249号

第249り‐，|晶成8年7Ijl5II発行

〃川11'111511発1j

lIf州152年7）12111第三f1j仙物縄!！I

1i'fli定{,lli3001II（fM送料別）

苑1j-社i､jl法人11本外洋帆上協会

ヅ釘j･人伐りj:災八

細災人，ljlllｲlI彦

〒1()5火」i端|j港|’<連5－15－5雅ビル4階

・IEI謡・外勤〈03(3452)5812

FAX・外割(03(3452)5815

1;|j刷株式公祉飢'12,;排|j刷ﾉﾘ『

前号は、本言志制作費の肖|｣減要請を突然に受

け、編集後記ではなく会幸艮'｣弩委員会才且当王里聿

からの緊急メッセージとなってしまった。そ

の後、上記のように会員の方々から何通かの

ご意見をいただき心強く思ったものの、今度

は本号の木交正殿皆で壬里事会う央定としてｲ木干|｣の

要請が届いてしまった。王里由は前号で述べた

ように、NORC本部の逼迫した財政難にある。

それなら、なぜもっと早期に予算の見直しが

－14－
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その時代の最高のセールメーキング・テクノロジーが求められるアメリカズカッブも

長期間に渡って最も過酷な条件でセールの限界が試されるウイットブレッド世界一周レース。

ひと握りの選ばれた者だけが、その国の期待を担って至上の栄光をめざすオリンピック。

私たちノース・ダイヤモンド・セールメーカーズが、これらの厳しいヨットレースのために

セールを開発し続けているのは、その分野でも長く続いている私たちの世界一の座を

他に明け渡さないためだけではありません。

私たちは広く一般のセーラーの皆さんのことをいつも思っています。

世界最高・最速のセールを開発することによって培われた私たちの技術力は、

セーリングのもうひとつの原点であるロング・クルージングやデイ・セーリングのための

セールにも生かされているのです。

外洋を長く走るクルージング・セーラーたちに信頼されている、丈夫で型崩れが少なく、

しかも軽くて扱いやすいクルージング・セールや、手軽に小型艇で

デイ・セーリングを楽しむための手頃なセールも、私たちの得意分野なのです。

ハーバーを歩いている私たちのスタッフに声をかけるか、電話でロフトに気軽に問い合わせてみてください。

経験豊かな担当者がいろいろな相談にのることができると思います。

私たちは価格をこえた価値をお届けします。

NORTHDIAMOND
SAILMAKERSJAPAN

本社･鎌倉ロフト鎌倉市台4-3-17〒247

PhoneO467(45)3666FaxO467(44)6777

横須賀ロフト横須賀市長井3-23-26〒238-03

PhoneO468(57)1262FaxO468(57)0370

神戸口フト神戸市須磨区衣掛町4-1-25平野ビル301号〒654

PhoneO78(734)1125FaxO78(734)1124

＝唾


